
岐阜こども療育用具・福祉機器展2023事業報告 

(こども福祉部) 

 

２０２３年６月３・４日に多治見市のセラミックパークＭＩＮＯ

において、第１２回目の岐阜こども療育用具・福祉機器展を

開催いたしました。 

今回は、COVID-19 の５類感染症移行後の開催にて、緩

和されたCOVID-19感染拡大予防ガイドライン改訂版を基

にした感染対策は行いつつ、来場者の満足の最大化に向け

た取り組みを行いました。具体的には、①事前登録システム

の継続による来場者と企業担当者のマッチング改善②会場

容積最大限の出展企業誘致③リハビリ専門職主催の強みを

生かした取り組み(PT:巡回コンシェルジュ、OT・ST:ブース

出展)④オムツ替えスペース特設の再開 に取り組みました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開催データでは、出展社数 59 社で過去最多、来場者数

1566 人で過去最高、来場者アンケートで満足した群

89.7％と満足度過去最高の充実したこども福祉機器展とな

りました。来場者アンケートの自由記載では、「ＰＴスタッフが

コンシェルジュとして一緒にブースを周ってくれて、充実した

試乗ができた」や 「ＯＴやＳＴのブースで直接お話しできて、

ほっとしたし、次に繋がるお話もいただけたのでとてもありが

たかった」といった声が寄せられました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回の開催で出展規模は容積最大限に達しましたので、

今後は、持続可能な範囲でのサービス面の更なる質の向上

を目指していきます。こども福祉部は、小児理学療法を必要と

するこどもたちの利益の増進に寄与するために、引き続きチ

ャレンジを続けます。(文責：三浦 大介) 


